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DICEの守備範囲

DICEとは |	DICE	::	国立研究開発法人物質・材料研究機構 https://dice.nims.go.jp/about.html



DICEサービス

⭐⭐

⭐

⭐：外部へも提供しているサービス

⭐

つなぐ



Materials Data Repository

物質・材料をテーマに論文だけでなくデータセットについても公開できるリポジトリ
DOIの取得により、登録されたデータを学術情報流通ネットワークに広く展開する



「つなぐ」：①ユーザ認証の連携
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• ブラウザ画面を切り替えて使う
• 一度、ログインすれば、様々な
システムを使うことができる

メタ
編集

RDE

MDR

語彙 マスタ
管理

RDM



「つなぐ」：②マスターデータ管理
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管理システム
マスターデータ

名前
コードネーム
識別子
メタデータ
etc.

メタ
編集

DCSMDR

語彙

マスタ
管理

RDM

• 単位
• 測定法
• （材料種別、…）
• ユーザ
• 装置
• （試料、ソフトウェア、…）

• 選択肢の提示
• データの記述



「つなぐ」：③ファイル移送
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RDE MDRRDM

• RDEのデータを管理基盤に入れて保存する
• 管理基盤のデータのうち、必要なものをMDRで公開する
• RDEのデータをMDRで公開する

共通メッセージ形式 共通メッセージ形式



物質・材料研究所におけるデータサービス

手間 利便性

• 物質・材料研究ドメインの特性
• マルチフィジクス
• マルチスケール
• 様々なマテリアル
• 様々な利用場面

• 様々な役割の人が関わる
• ステージごとに扱うデータが異なる

• 検索できる
• データ同士が繋がる
• 消失しないようにする
• 内容を保証して保管する
• 機械的に処理できる
• 処理を自動化できる



本日のまとめ

l NIMSのデータプラットフォーム「DICE」を運用中
l 材料データの入り口 (集まる)から出口(使う)までを一貫して扱
う前例のないシステム

l 様々な「つなぐ」工夫を凝らしている

l 狭くて深いサブドメインがたくさんより集まった分野ならでは
の難しさ

https://dice.nims.go.jp


